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① 検討スケジュール・議題案

１．第２期基本構想策定の考え方

1

開催時期 内 容 備 考

準備会議 R2.4.30
・⿃取駅周辺の賑わい創出に関する基礎調査について
・⿃取駅北⼝交差点交通実態調査について
・⿃取駅周辺再⽣基本構想（第２期）策定について
・⿃取駅周辺再整備に関する意⾒交換

済

第１回 R2.6.2

[報告・協議]
・⿃取駅周辺再⽣基本構想（第２期）策定について（背景、⽬的等）
・⿃取駅周辺再⽣基本構想（第２期）策定検討に関する論点整理
[意⾒交換]
・⿃取駅周辺の課題、課題解決事業、賑わい創出について

済

第２回 R2.8.17

[報告・協議]
・第２期基本構想策定の考え⽅
（プロジェクトの実現状況、第１回委員会でのご意⾒、駅周辺再⽣に向けたまちの課題）
・第２期基本構想で掲げる再⽣ビジョン（案）
（再⽣ビジョン更新の考え⽅、対象エリア、基本理念、まちの将来像）
[意⾒交換]
・⿃取駅周辺の賑わいの創出や憩いの場の形成に向けて

第３回 R2.10頃 ・課題解決に向けた対応策等について
・対応策等のスケジュール案について

第４回 R2.12頃 ・基本構想(案)（市⺠政策コメント(案)）について

市⺠政策
ｺﾒﾝﾄ R3.1頃 ・市⺠政策コメントの実施について

第５回 R3.2頃 ・市⺠政策コメントの結果と修正案について
・基本構想(案)について



② 第１期基本構想とプロジェクト実現状況

１．第２期基本構想策定の考え方
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【第１期 ⿃取駅周辺再⽣基本構想】
策定年次

平成23年9⽉（策定から約9年経過）
策定⽬的

本市の交通・交流結節点である駅周辺地区の都市改造を⾏うことにより、中⼼市街地の再⽣
を図り、多極型のコンパクトなまちづくりを実現する。

対象区域
⿃取市中⼼市街地活性化計画指定区域のうち、⿃取駅周辺を中⼼とした袋川以南の区域

実現(⾒込みも含む)したプロジェクト
・⿃取駅前太平線再⽣プロジェクト
・市役所新庁舎と⿃取駅をつなぐ歩⾏者通路

等

実現しなかったプロジェクト
・バスターミナル再整備
・⿃取駅と商店街をつなぐ歩⾏者通路
・公共駐⾞場・駐輪場
・街なか⾜湯 等



（整備済）
（⼀部整備済）

【個別整備の考え⽅】

⿃取駅前太平線再⽣プロジェクト

市道駅前太平線において、４⾞線道路を２
⾞線に変更し、歩道空間を拡⼤。芝⽣広場、
街路樹、⼤屋根、荷さばき駐⾞帯、駐輪場
等を整備し、賑わいづくりのためのハード、
ソフト施策を官⺠共同で進め、⿃取駅周辺、
中⼼市街地再⽣の起爆剤とします。（平成 24
年度完成予定）

公共駐⾞場・駐輪場
公共駐⾞場の整備により、観光客を含む市
内外からの来訪者にとっての利便性の向上
を図ります。
また、サイクル・エコタウン推進の観点か
らレンタサイクル等の導⼊を促進し、⼆次
交通乗り換え機能の向上を図ります。

⿃取駅と商店街をつなぐ歩⾏者通路
新たな歩⾏者動線の確保により、歩⾏者の
移動を円滑化し、利便性や安全性を向上す
ることで、既存商業集積の間に⼈の流れを
作り出し、⿃取駅から商店街への回遊性の
向上につなげます。

市役所新庁舎と⿃取駅をつなぐ
歩⾏者通路
市役所新庁舎と⿃取駅をつなぐ歩⾏者通路を
整備することにより、新たな⼈の流れを作り
出し、駅周辺と新庁舎周辺の回遊性の向上に
つなげます。

バスターミナル再整備
歩⾏者やバスの動線を改善することで、来訪
者にとっての移動の利便性や安全性を向上さ
せ、交通結節点としての機能強化による拠点
性の向上を図ります。

街なか⾜湯及び⾵紋広場シェルター
来訪者が｢憩える｣、｢集える｣、｢交流する｣空間
を⽣み出すことで、回遊性や滞留性を向上し、
活⼒や賑わいの創出につなげます。

市道扇幸町１号線拡幅
賑わい空間の創出

駅北歩⾏者動線拡充

駅南の⾃動⾞交通ｱｸｾｽ改善

公共駐⾞場・駐輪場整備

市道扇幸町１号線拡幅（第３期）
賑わい空間の創出

駅北歩⾏者動線拡充

公共駐⾞場・駐輪場整備

地域交流センターの整備

緑化施設の整備

策定

コンセ
プト

Ｈ30.3

駅南北の回遊性の向上
拠点性の強化による賑わいの創出

⿃取駅周辺再⽣基本計画（前期） ⿃取駅周辺再⽣基本計画（後期）
策定

コンセ
プト

Ｈ24.10
駅南北の回遊性の向上
動線整備と併せた賑わいの創出

策定
基本理念

Ｈ23.9
⼈が集い交流し魅⼒あふれる街「⿃取OACIS」の創造

⿃取駅周辺再⽣基本構想

多機能を⾼度に集積した広域商圏対応型拠点
⾼速道路整備に伴う商業圏域の受⽫づくり
（公共駐⾞場）

既存商業施設間の⼀体性の確保（歩⾏者通路）

⺠間活⼒との連携
（⿃取駅前太平線再⽣プロジェクトなど）
⺠間の商業活動への⽀援
（⿃取駅前太平線再⽣プロジェクトなど）
観光バスでの来訪環境の向上
（バスターミナル再整備など）

将 
来 
像

回遊性と滞留性をもたせた⼈が⾏き交う交通結節点
歩⾏者動線の改善（歩⾏者通路、⾃転⾞⾛⾏空間、
バスターミナル再整備）
滞留できる広場の整備（ケヤキ広場、⾵紋広場、⿃取
駅前太平線芝⽣広場）
乗り換え機能の向上（バスターミナル再整備、新総合
公共交通システムとの連駅、公共駐輪場）

低炭素社会の実現に向けた都市環境
公共交通の利⽤促進（バスターミナル再整備、新総合
交通システムとの連携）
⾃家⽤⾞から⾃転⾞への転換促進（公共駐⾞場・駐輪
場、⾃転⾞⾛⾏空間）
緑化の推進と保全（ケヤキ広場、⾵紋広場、⿃取駅前
太平線芝⽣広場、街路樹）

⾃然エネルギーの導⼊促進（太陽光発電、LED など）

便利で安⼼、住み続けたいと思える快適な⽣活空間
商業空間再整備を伴う共同建替えや改修などの促進
（アドバイザー派遣、共同施設整備に要する費⽤などの
⽀援）
来街者のくつろぎの場や憩いの場の整備、市⺠の⽂化
的ニーズを満たす場の提供（情報交流カフェ、シア
ター、カルチャースクールなど）
⼥性の社会参画等を推進する場の整備（保育施設、
託児所、⼦育て交流施設など）
⾼齢者福祉機能の充実（⾼齢者向け住宅、デイサー
ビスなど）

・シャミネ駐⾞場東側〜駅南ロータ
リー

・国道53号交差点形状及び横断⽅法の
変更

・隣接地の新たな賑わい（⺠間）創出

・駅から商店街への回遊性向上
・地下道などのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ機能の拡充
・道路管理者や交通管理者との協議

・⺠有地における合意形成
・整備⽅式や管理⽅式の検討
・歩⾏者動線の検討

・多⽬的ｽﾍﾟｰｽ、活動ｽﾍﾟｰｽ、展⽰場
 ｽﾀｼﾞｵなど
・多世代にわたる市⺠が交流できる場
・⿃取の魅⼒をPR

・国道53号から幸町棒⿐公園に⾄る緑地
・新庁舎敷地内のｵｰﾌﾟﾝなｽﾍﾟｰｽ

（未整備）

（⼀部整備済）

（⼀部整備済）

（未整備）

（未整備）

（整備済）

（整備済）

（整備済）

・駅南交通広場整備

⾵紋広場にトイレ等を設置

＜第１期基本構想に掲げた将来像＞
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交通結節機能の強化や回遊性の向上等
に関して不⼗分な状況

１．第２期基本構想策定の考え方

② 第１期基本構想とプロジェクト実現状況 【構想とプロジェクトの関係図】



③ 第１回策定委員会でのご意見・ご提案 【総括】

１．第２期基本構想策定の考え方
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【主なご意⾒・ご提案】
・第１期構想では⺠間主導の事業が思うほど進まなかったことが反省点
・第２期構想では駅周辺が担うべき役割を明確に提⽰すべき
・第２期構想ではアフターコロナへの対応にも留意して策定すべき
・駅前広場について、機能的で利⽤しやすい広場空間の再配置や施設間の動線誘導が必要
・駅前と商店街をつなぐ動線の確保など広場と歩⾏者空間の整備をセットで考えるべき
・｢３密｣への対応に向けて、オープンスペースをより有効に活⽤した賑わいづくりが必要
・交通結節点として、統⼀的でユニバーサルなデザインによる駅周辺の情報提供が必要
・マイカー結節機能としての駐⾞場の整備や⾃転⾞が気軽に使える移動環境の整備が必要
・地域に潜在する宝を発掘し、エリア全体の価値を⾼める⽅策を考えるべき

等



②理念・⽅針等

③駅前広場 ⑤オープンスペース
（バード・ハット、⾵紋広場 等）

⑥ゲート空間
（施設案内・案内施設 等）

⑩商店街･空き店舗等

⑧⾃転⾞利⽤
（駐輪場を含む）

⑨⾃動⾞駐⾞場
（マイカーの結節機能）

⺠間主導の事業が
思うほど進まなかった

①第１期基本構想の反省
夢⾒がちな計画では
実⾏性が低いのでは

｢アフターコロナ｣に
対応した構想策定

次世代に引き継ぐ
将来像の明⽰

駅周辺が担うべき
役割(理念)の明⽰

（バスターミナル）
⽼朽化が著しいが、再
整備の費⽤負担は？
駅からの距離が⻑い
場所が分かりにくい

施設間の動線･視認性
に考慮した再整備

セットでゾーニングを検討

（歩⾏空間）
段差などベビーカーや
⾞いすでは歩きにくい

（地下通路）
バリアフリー対応

④歩⾏者空間（交差点の横断を含む）

駅前とまちをつなぐ
平⾯横断歩道の設置

ウォーカブル推進に
よる歩いて楽しいまち

（駅前交差点）
駅前とまち(商店街)が
道路で分断されている

三密を防ぐ賑わい創出
オープンスペースの活⽤が有効

活⽤の地盤はあるが
広く周知されていない

使い⽅・使いやすさ・役割
について検討が必要

案内が分かりにくい
⾒つけにくい

統⼀的なデザインで
駅周辺⼀体的に整備

ユニバーサルデザイン
を案内板等に導⼊

⑦アミューズメント機能
（市⺠・観光客が求める施設）

娯楽としての
美術館

いわゆる娯楽
施設は不要

⾃然の娯楽
（⾃転⾞利⽤）

学⽣等の利便性向上のため
⾃転⾞に係る施設整備

持続可能な社会に向けて
⾃転⾞の活⽤が重要

駅周辺における利⽤可能な
駐⾞場の不⾜

公共交通だけでなく
マイカー結節機能の付加

シャッター商店の増加
ゴミ収集（衛⽣⾯）の問題提案凡例 現状・課題 関連事項

（タクシープール）
北⼝･南⼝とも駅直近
にあり､利⽤しやすい

（ケヤキ広場等）
県有地の積極的な利⽤

機能的で利⽤しやすい
広場空間の再配置

バード･ハットの整備に
より歩⾏空間を拡幅

地域に潜在する宝の発掘
（エリア価値の向上）

住⺠意⾒を反映
した構想策定

アミューズメントに対する
捉え⽅は⼈それぞれで違う

まちに映画館
は重要
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③ 第１回策定委員会でのご意見・ご提案 【体系的整理】

利便性の向上情報発信の拠点 賑わい創出の場



【駅周辺地区の再⽣に向けたまちの課題】
（１）⿃取駅周辺空間での交通アクセス・ターミナル機能の強化

 駅や周辺部からのアクセス性、利便性の向上
（２）バスターミナル・駐⾞場等での情報提供・発信機能充実

 観光・商店街等の情報提供、無料Wi-Fi利⽤環境の向上等
（３）⿃取駅周辺での集客機能の利活⽤促進

 商店街への流れを⽣む、駐⾞場・駐輪場の機能強化、アミューズメント機能の充実、新たな事業者
の呼び込み

（４）⿃取駅周辺及び中⼼市街地での回遊性・滞留性の向上
 訪れたくなるような機能の導⼊・強化、休⽇にも賑わいを⽣む仕掛け

H30⿃取駅周辺再整備
チームによる検討結果

上位･関連計画にかかる
駅周辺の整備⽅針

R1基礎調査結果からの
駅周辺の現状･問題点

第1期基本構想に基づく
事業の整備状況

第１回策定委員会でのご意⾒（情報発信の拠点・利便性の向上・賑わい創出の場）

鳥取駅周辺地区の再生に向けた取り組みが引き続き必要（第２期基本構想の策定へ）

6

１．第２期基本構想策定の考え方

④ 駅周辺再生に向けたまちの課題 【第２期基本構想の策定へ】



① 再生ビジョン更新の考え方

⿃取駅周辺再⽣基本構想（H23.9策定）･･･「第１期構想」

２．第２期基本構想で掲げる再生ビジョン（案）

【駅周辺地区のめざすべき将来像】
（１）多機能を⾼度に集積した広域商圏対応型拠点の形成
（２）回遊性と滞留性をもたせた⼈が⾏き交う交通結節点の形成
（３）低炭素社会の実現に向けた都市環境の形成
（４）便利で安⼼、住み続けたいと思える快適な⽣活空間の形成

【基本理念】
⼈が集い 交流し 魅⼒あふれる街

『⿃取 』の創造
駅周辺地区では、市の広域交通の起点（Origin）として魅⼒的

（Attractive）で⼈々が集い・交流（Communication）が進み、
また新時代に対応した各種情報（Information）がますます集積す
る、持続可能（Sustainable）なまちづくりをめざします。

ＯＡＣＩＳ
オ ア シ ス

 

【基本理念】
⇒基本的に、第１期構想の基本理念を踏襲
⇒『⿃取OACIS』の実現に向けた３つの新たな視点

（賑わい、憩い、適応）を追加
⇒詳細は【p.9】に記載

【駅周辺地区のめざすべき将来像】
⇒基本的に、第１期構想の将来像を踏襲
⇒社会情勢の変化等を踏まえ、更新・修正

（将来像（２）を最優先に掲げる）
⇒詳細は【p.10~12】に記載
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今後も継続した取組みが必要 今後も継続した取組みが必要

20年先のまちの将来や⽅向性を⾒据えながら、今後10年間で優先的に取り組むべき基本⽅策についてまとめる
⿃取駅周辺再⽣基本構想（第２期）



② 対象エリア（案）
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２．第２期基本構想で掲げる再生ビジョン（案）

第２期基本構想の策定にあたっては、構想内容の明確化･具体化、役割の明確化が求められている

・対象エリアは「⿃取市中⼼市街地活性化基本計画（第３期）」に定める区域のうち、⿃取駅周辺を中⼼と
した区域（エントランス機能強化ゾーン）を設定。

・第１期基本構想の対象エリア（中活区域のうち袋川以南）よりも狭く、交通結節機能や情報発信機能のさ
らなる強化、まちなか回遊性・滞留性の向上を図る⽬的から、エリアを絞って設定。

凡例
⿃取駅周辺再⽣基本構想（第２期）
の対象区域
⿃取駅周辺再⽣基本構想（第１期）
の対象区域

(c) INCREMENT P CORPORATION.

イオン

市役所



⼈が集い 交流し 魅⼒あふれる街『⿃取ＯＡＣＩＳ』の創造
・基本理念（キャッチフレーズ）は、第２期基本構想においても引き続き継承します。

起点(Origin)・魅⼒(Attractive)・交流(Communication)・情報(Information)・持続可能(Sustainable)
・駅周辺地区再⽣のキーワードである『⿃取OACIS』に、「駅周辺地区エリア」＝『⿃取OACIS』というエ

リアを⽰す意味を付加します。
・次の視点に基づき⿃取駅周辺の再⽣を図り、魅⼒あふれる『⿃取OACIS』の創造をめざします。

「賑わい」・「憩い」 ・「適応」

オ ア シ ス

賑わい
・⼈々が集い賑わいを⽣む駅前空間を「賑わいの起点」として積

極的に活⽤します。
・さらに、その場所から⽣まれる賑わいを駅周辺へと拡げること

により、エリア全体の価値が向上することをめざします。

憩 い
・駅前と駅周辺との物理的・⼼理的バリアを取り除き、市⺠

や来訪者が気軽に憩い過ごせる「憩いの場」となるよう、
駅前と駅周辺が⼀体となったエリア形成をめざします。

適 応
・新型コロナウィルス感染症対策を契機とした社会構造の変

化（３密回避、モバイルワーク、ワーケーション等）に適応した『⿃取
OACIS』の創造をめざします。

③ 基本理念（案）

【概念図】
賑わいを⽣み・拡げ

エリア全体の価値向上
をめざします

駅前と駅周辺が⼀体と
なった「憩いの場」の

形成をめざします
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２．第２期基本構想で掲げる再生ビジョン（案）

社会構造の変化に適応した
『⿃取OACIS』の創造をめざします



④ めざすべきまちの将来像（案） 【新旧比較】
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２．第２期基本構想で掲げる再生ビジョン（案）

第１期基本構想の将来像 第２期基本構想の将来像（案）

（４）便利で安⼼、住み続けたいと思
える快適な⽣活空間の形成

（４）誰もが※便利で安⼼、住み続けたいと思える快
適な⽣活空間の形成

※バリアフリーの観点を追記

（３）低炭素社会の実現に向けた都市
環境の形成

（３）持続可能な地域社会※の実現に向けた都市環境
等※の形成

※低炭素化も含むSDGsへの対応に留意して⽂⾔を修正
※環境はもとより、経済や防災等にも留意して「等」を追記

（２）回遊性と滞留性をもたせた⼈が
⾏き交う交通結節点の形成

（２）多様な機能が※⾼度に集積した広域圏※対応型拠
点の形成

※多様な機能が多⽬的に対応するという駅周辺の位置付けをよ
り明確化

※広域商圏にとどまらない「広域圏」の⽂⾔に修正

（１）多機能を⾼度に集積した広域商
圏対応型拠点の形成

（１）回遊性と滞留性をもたせた⼈が⾏き交う多層交
流結節ゾーン※の形成

※交通結節点としてはもとより、交通も含めた多様な機能・⽬
的が幾重にも地区全体で交流し合うことの想起される⽂⾔と
して「多層交流結節ゾーン」という⽂⾔に修正最優先順位に格上げ



イメージ
駅前広場を活⽤したイベント

イメージ
シェアスペース

イメージ
公共空間を活⽤した憩いの場

【めざすべき将来像】
（１）回遊性と滞留性を持たせた⼈が⾏き交う多層交流結節ゾーンの形成 ･･･中核市のエントランス
（２）多様な機能が⾼度に集積した広域圏対応型拠点の形成 ･･･連携中枢都市圏の中核としての役割
（３）持続可能な地域社会の実現に向けた都市環境等の形成 ･･･連携中枢都市圏の中核としての役割
（４）誰もが便利で安⼼、住み続けたいと思える快適な⽣活空間の形成 ･･･中⼼市街地の中の役割

【将来像のイメージ】《賑わい》
駅前広場をイベント等に
活⽤し、賑わいの創出を

めざします

《憩い》
市⺠や来訪者が憩える場づ

くりをめざします
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２．第２期基本構想で掲げる再生ビジョン（案）

④ めざすべきまちの将来像（案） 【将来像のイメージ】

《賑わいを拡げる》
駅前の賑わいを

駅周辺へ拡⼤させ
エリア全体の価値向上

をめざします

《適応》
社会構造の変化への適応

をめざします



シェアサイクル（岡⼭駅）

安全な歩⾏空間の創出
マイカー流⼊規制（姫路駅） 公共空間を活⽤した憩いの場（神⼾市）

コンテナを活⽤した
シェアスペース（宇部市）

駅前広場を活⽤したイベント（富⼭駅） 駅前の横断歩道設置（⼤分駅）

公共空間を活⽤したオープンテラス
「SAGAナイトテラス」（佐賀市） 歩⾏者案内サイン（岡⼭駅）

憩いの場賑わいの起点
【オープンスペースの活⽤】
・駅前でのイベント開催や移動販売などオープンスペース

を積極的に活⽤
【収益の還元】
・収益を駅前広場・バスターミナル等の維持管理に還元

【賑わいを拡げる】
・駅周辺との繋がりに配慮した駅前広場空間の再配置･再構成
・駅と駅周辺との通⾏安全性･利便性の確保（横断歩道の設置等）
・歩⾏者案内サインの改善・充実 等

【憩いの場づくり】
・安全かつ歩きたくなる歩⾏者空間の創出
・公共空間のオープンな利活⽤（カフェ、ベンチ、ポート）
・飲⾷・酒場やまちなか温泉等のコンテンツ活⽤
・エリア内のWi-Fiフリー化、サテライト簡易オフィス

【回遊性の向上】
・シェアサイクル、⾃転⾞レーン等の整備
・エリアフリンジ駐⾞場の整備（公共駐⾞場の集約化） 等
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２．第２期基本構想で掲げる再生ビジョン（案）

④ めざすべきまちの将来像（案） 【他都市における参考事例】

事例事例


